
日本生命愛知川支店跡地購入に向けて必要経費を追加

「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」アーチェリー競技の機運醸成

消防団員の減少により
機能別消防団員制度を
導入 !!

　活動の内容は、火災時の後方支援、災害時の消防団活動、その他団長が必要と認める活動で
ある。火災は平均年４回であることから、３時間の活動を想定し年 12,000円とした。また、機
能別団員は、日中の火災や災害に対応できる方を想定している。

　その他、各自治会の自警団の状況についての質疑などを行った。委員会では討論は無く賛成多数で可決
になった。６月20日本会議において、委員長報告を行い採決を行った。委員長報告に対し、審議の経過に
ついての質疑があった。討論は反対討論が１件であった。採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決した。

機能別団員の活動内容と報酬額の詳細内容を問う

　愛知川宿街道交流館北側にあった日本生命
愛知川支店が移転されたことに伴い、その跡
地の購入に向け、不動産鑑定手数料、補償算
定業務委託料等 5,252千円の補正予算が上程
された。
　この土地は、現ふれあい本陣の隣に位置し、
江戸時代には中山道を往来する大名や役人が
宿泊所としていた本陣跡地である。議案審議
前の全員協議会では、主に有効な活用方法を
検討すべきと意見があった。
　６月20日 本会議において、全員賛成で一
般会計補正予算（第３号）を原案のとおり可
決した。

　令和７年10月５日、６日、７日、26日に本町で開催される「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」アー
チェリー競技の機運醸成のため、賛同いただける出席者において、オリジナルポロシャツを着用のうえ6月
20日 本会議を開催した。
　また、７月20日・21日に本町で開催された第63回近畿高等学校アーチェリー選手権大会（リハーサル
大会）を視察した。

　６月定例会は、５月24日に開会し６月20日に閉会した。
　一般質問は６月10日・11日、議案審議を６月11日・20日に行った。町長提案議案は追加議案を含め14件、
議員提出議案は４件であった。

　愛荘町の消防団員数は年々減少しており、条例定
数 142 名に対して実員が 110名で、充足率が 77％
となっている。消防団は地域の消防防災体制の中核
であり、消防団員の確保・地域防災力の強化に向けて、
「機能別消防団員（ＯＢ団員）制度」を導入するもの。

　本議案は、総務産業建設常任委員会に付託し６月１３日の委員会で審議を行った。主な質疑の内容は
次のとおり

愛荘町消防団条例の一部を改正する条例

令和 6年６月定例会令和 6年６月定例会令和 6年６月定例会令和 6年６月定例会主要議案

PICK UP!

消防団員夏季訓練

4月19日競技会場の見学とアーチェリー競技の体験 7月20日・21日開催。　第63回近畿高等学校
アーチェリー選手権大会（リハーサル大会）

日本生命愛知川支店跡地

6月20日 本会議でオリジナルポロシャツ着用

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
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